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20221217（土） 上田仮説サークル資料

（「タイムトラベル少女」DVD、発明発見物語全集よりギルバート磁石論、等）

滋野小 田中浩寿

2 学期は、学校の方も何かと慌ただしいなか、なかなか学校の仕事の準備（自情障学級の毎日の授業の準備

と特別支援教育コーディネーターの様々な仕事）を後回しにしてしまいがちでした（朝早く出勤してその日そ

の日の準備をすることが多いのです）。12 月は読書旬間がありましたが、私は本の紹介で、『あさ』（扇野剛

著・仮説社）を紹介しました（学校の図書館にも、この本と『こくご』を入れてもらった）。すぐれた教師論

の絵本だと思います。

なお2 学期の土日は結構な頻度で、大道仮説実験講座、親子孫講座、まちかど科学クラブ、仮説サークルな

どが続きました。なかなかハードでしたが、新しい（久しぶりの）方々との出会いもあり（大阪の松田さん、

上越の藤巻さん）、会話の場を設けて情報交換することは、たのしくためになりますね。

今日も、急にこのサークルの後18 時から「桜庵」という上田市中央の居酒屋で、川辺小時代の旧同僚たち

と4 人で飲み会があり、コロナ禍の中なかなか飲み会ができず久しぶりなのですが、別の学校の今の様子を聞

き合えることがたのしみであります。

さて、今回もまたまた、資料の紹介ばかりのレポートで、すみません。

かなり前に、上田仮説サークルの掲示板に渡邉先生が、「テレビ東京で、日曜朝に『タイムトラベル少女』

というアニメが放映されていて、原作が板倉聖宣先生の『磁石と電気の発明発見物語』だ」という情報を教え

てくれました。気になっていたものの、なかなか見ることができなかったので、DVDをメルカリで購入してお

いてありました。一度ザっと通して観ましたが、そのままタナボタでした。また、『磁石と電気の発明発見物

語』（国土社・発明発見物語全集）は、川上第一小の学級文庫（図書館の本の廃棄により学級に置かれていた

もの）にあり、担任に交渉して頂戴しておいてあったのでした。今回また目を通す機会がありました。

そして親子孫講座では、ロバートフックの『ミクログラフィア』に関連した内容などの紙芝居をたくさん読

む機会を与えてもらい、こうした科学史の興味深いエピソードを知ることができて有難かったのです。

今回、ギルバートについて、このアニメでの場面や、『磁石と電気の発明発見物語』（旧版『らしん盤から

テレビジョンまで』もメルカリで手に入った！）、ギルバート著・板倉聖宣訳『磁石（および電気）論』の中

から、資料としてそのまま紹介したいと思います。

このアニメは、主人公が過去にタイムスリップして8 人の科学者に逢うストーリーですが（ストーリー自体

は私見としてはそんなにおもしろくない感じ）、科学者のエピソードの部分は、板倉先生の本をかなり参考に

しているようです。

『発明発見物語』の文章は、今読んでもたいへん興味深い内容が盛りだくさんです。今、こうした内容を自

分なりに編集・再構成する時間と力量が私にはありませんが、親子孫講座で読んだ紙芝居には、こうしたエピ

ソードがとてもうまく盛り込まれていて、子どもにも大人にも感動的な読み物になっていると感じます。

資料

1 「タイムトラベル少女 ～マリ・ワカと8 人の科学者たち～」DVD 第2 話「悲しみのギルバート」

2 『電気と磁石の発明発見物語』、旧版『らしん盤からテレビジョンまで』 まえがき 等 より

（旧版と新版の少しの違いも）

3 ギルバート『磁石（および電気）論』 訳者（板倉聖宣）のはしがき より

【以上】




























